
（週二回月・木曜日発行）２０２４年（令和６年）４月１１日（木曜日）第５７４２号 第３種郵便物認可 特 　集 （6）

２０２４年（令和６年）４月１１日（木曜日）

２０２４年（令和６年）４月１１日（木曜日）

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

日
本
初
、
浸
透
圧
発
電
の

日
本
初
、
浸
透
圧
発
電
の

実
用
化
へ
起
工
式
を
開
催

実
用
化
へ
起
工
式
を
開
催

　

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
は

３
月
25
日
、
海
の
中
道
奈
多

海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
（
通

称
：
ま
み
ず
ピ
ア
）
で
、
福

岡
市
道
路
下
水
道
局
、
協
和

機
電
工
業
と
共
同
で
実
用
化

す
る
浸
透
圧
発
電
の
起
工
式

を
開
催
し
た
。
令
和
６
年
度

に
プ
ラ
ン
ト
建
設
を
行
い
、

６
年
度
末
に
稼
働
す
る
予
定

だ
。

　

浸
透
圧
発
電
は
、
海
水
と

淡
水
の
塩
分
濃
度
差
に
よ
り

生
じ
る
浸
透
圧
を
利
用
し
て

発
電
を
行
う
新
技
術
で
、
実

用
化
は
日
本
初
、
世
界
で
２

例
目
と
な
る
。
Ｃ
Ｏ

２

を
発

生
さ
せ
な
い
自
然
現
象
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に
貢
献
し
て
い
く
。

　

ま
み
ず
ピ
ア
か
ら
海
水
淡

水
化
の
過
程
で
排
出
さ
れ
る

「
濃
縮
海
水
」
と
和
白
水
処

理
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ

る
「
下
水
処
理
水
」（
淡
水
）

と
い
う
２
つ
の
未
利
用
資
源

を
活
用
し
て
実
施
す
る
。

　

浸
透
圧
発
電
の
原
理
は
、

下
水
処
理
水
を
低
圧
環
境
、

濃
縮
海
水
を
高
圧
環
境
と

し
、
浸
透
膜
で
隔
て
る
と
浸

透
圧
が
発
生
し
、
塩
分
濃
度

の
薄
い
下
水
処
理
水
か
ら
濃

縮
海
水
側
へ
水
が
移
動
す

る
。
水
が
移
動
し
た
先
の
濃

縮
海
水
側
で
は
高
圧
力
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
で
、
移
動

し
た
水
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
一
気
に
上
昇
し
、
元
々
の

濃
縮
海
水
に
移
動
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
獲
得
し
た
水
が
加

わ
り
、
勢
い
よ
く
水
車
を
回

し
て
発
電
す
る
仕
組
み
と
な

る
。

　

浸
透
圧
発
電
の
強
み
は
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
24
時

間
発
電
で
き
る
た
め
、
実
稼

働
率
が
約
90
％
と
高
い
点
に

あ
る
。
現
在
、
ま
み
ず
ピ
ア

で
発
生
し
た
濃
縮
海
水
は
和

白
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
下
水

処
理
水
と
混
ぜ
て
海
水
に
近

い
濃
度
に
し
て
か
ら
博
多
湾

に
放
流
し
て
い
た
が
、
浸
透

圧
発
電
が
稼
働
す
れ
ば
、
未

利
用
資
源
の
有
効
利
用
が
実

現
す
る
。

　

今
回
の
施
設
で
は
、
濃
縮

海
水
１
万
立
方
㍍
／
日
、
下

水
処
理
水
９
２
０
０
立
方
㍍

／
日
を
使
用
。
発
電
電
力
は

１
１
０
kW
で
、
年
間
発
電
量

は
88
万
ｋ
Ｗ
ｈ
と
な
る
見
込

み
。
プ
ラ
ン
ト
施
設
は
、
約

22
㍍
×
20
㍍
で
、
前
処
理
施

設
、
浸
透
膜
設
備
、
発
電
機

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
総

建
設
費
は
約
７
億
円
。

　

プ
ラ
ン
ト
稼
働
後
は
、
実

際
の
発
電
量
や
発
電
効
率
を

検
証
す
る
と
と
も
に
、
水
質

変
動
（
温
度
な
ど
）
を
加
味

し
た
性
能
確
認
な
ど
を
行

う
。
発
電
し
た
電
力
は
ま
み

ず
ピ
ア
で
使
用
す
る
。

　

実
施
体
制
は
、
同
企
業
団

が
濃
縮
海
水
と
実
証
場
所
の

提
供
、
福
岡
市
道
路
下
水
道

局
が
下
水
処
理
水
の
提
供
、

協
和
機
電
工
業
が
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
、運
転
を
担
う
。

　

浸
透
圧
発
電
は
、
濃
度
差

が
大
き
い
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
得
や
す
い
た
め
、
ま
ず
は

ま
み
ず
ピ
ア
の
濃
縮
海
水

（
濃
度
約
８
％
）
を
使
っ
て

発
電
を
行
う
が
、
さ
ら
な
る

海淡濃縮水と下水処理水活用
６年度末稼働、温暖化防止に貢献

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
は
、
通
常
の
海

水
（
約
３
・
５
％
）
を
使
っ

て
発
電
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
協
和
機
電
工
業

で
は
、
通
常
の
海
水
か
ら
発

電
で
き
る
浸
透
膜
の
開
発
も

行
っ
て
お
り
、
今
回
の
検
証

結
果
と
と
も
に
通
常
海
水
と

下
水
処
理
水
を
組
み
合
わ
せ

た
浸
透
圧
発
電
の
実
用
化
も

目
指
す
。
こ
の
技
術
が
実
用

化
さ
れ
れ
ば
、
地
球
上
の
水

の
約
97
・
５
％
が
海
水
で
あ

り
、
新
た
な
脱
炭
素
化
の
技

術
と
し
て
期
待
で
き
る
。

　

起
工
式
で
は
、
建
設
工
事

の
着
工
に
あ
た
っ
て
、
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　

式
で
は
「
地
鎮
の
儀
」
な

ど
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

関
係
者
約
25
人
が
集
ま
り
、

工
事
の
安
全
と
事
業
の
成
功

を
祈
願
し
た
。

　

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の

中
村
貴
久
・
企
業
長
は
「
浸

透
圧
発
電
は
天
候
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
３
６
５
日

24
時
間
発
電
が
で
き
る
技
術

で
あ
り
、
ま
み
ず
ピ
ア
で
実

用
規
模
で
の
発
電
が
可
能
な

こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
、

こ
の
技
術
の
地
球
全
体
へ
の

普
及
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
」
と
話
し
た
。起工式では、関係者25人が工事の安全と事業の成功を祈願


